
自然再生や環境に配慮した河川整備（多自然川づくり）の取り組みは、川とその自然・生態系、歴史文化
にかかる知恵や知識、実践の経験が重要であり、個々の川の個性に応じて試行錯誤しながら実施されて
いる状況です。

「川の自然再生」セミナーは、全国で行われている先進的な事例のノウハウを、様々な立場で河川の自然
再生や多自然川づくりなどの実務に携わる方々に情報・意識共有していただき、知識の向上、実践技術の
習得を目的として開催するものです。

今回の第16回「川の自然再生」セミナーでは、「河道掘削と断面設定の工夫」をテーマに、各地で実施さ
れている特徴ある取り組みを、現場での経験に基づく事例から紹介いただきます。

また、土木研究所 水環境研究グループ の萱場祐一グループ長をはじめ、自然共生研究センターの森照
貴研究員、岐阜大学 流域圏科学研究センターの原田守啓准教授、永山滋也研究員にご講演をいただき
ます。

第16回
「川の自然再生」セミナー

テーマ：河道掘削と断面設定の工夫

日 時 平成30年11月6日（火）
13:00～17:10 （受付開始12:30）

プログラム 裏面参照

定 員 １２０名 定員になり次第締め切らせていただきます

主 催 公益財団法人 リバーフロント研究所

後 援 国土交通省、国立研究開発法人 土木研究所

参 加 費 無 料

場 所 月島社会教育会館 ４階ホール【月島区民センター内】

※ 第16回「川の自然再生セミナー」は土木学会継続教育（CPD）制度のプログラムとして認定されています。（4.0単位）

【参加申込み】
申し込み方法：①氏名②勤務先(会社名)③郵便番号④住所⑤電話番号⑥ＦＡＸ番号⑦Ｅ-ｍａｉｌアドレス
以上をご記入の上、Ｅ-ｍａｉｌで下記までお申し込みください。

（公財）リバーフロント研究所 企画グループ 渡邉 宛
Tel：03-6228-3862 Fax：03-3523-0640 E-mail：sizen-s@rfc.or.jp

＜個人情報の取り扱いに関して＞
参加申込書に記載いただいた情報については、今後、当研究所が行う各種講演会、セミナー等の開催をお知らせする際に使用させて頂く場合がご
ざいます。

自然共生研究センター開所20周年



プログラム

� 13:00～13:05  開会の辞

13:05～13:10  来賓挨拶 国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課長 光成 政和

� 13:10～13:50 【講演１】 河川環境行政の動向について

� 国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課 課長補佐 福田 勝之

� 13:50～14:00 【講演２】 冒頭説明 土木研究所 水環境研究グループ長 萱場 祐一

� 14:00～14:30 【講演３】 鳴瀬川水系吉田川における再堆積抑制

� 斜め掘削の試行について

� 東北地方整備局 北上川下流河川事務所 調査課長 齊藤 勝博

� 14:30～15:00 【講演４】 信濃川下流における河道掘削の取組

� ～湿地環境の創出と持続可能な河道管理を目指して～

� 北陸地方整備局 信濃川下流河川事務所 調査設計課 秋田 桜彩

� 15:00～15:15 休 憩

� 15:１5～15:45 【講演５】 河川水辺の国勢調査から見える水域環境の良否

� －魚類の調査結果を用いた評価手法－

� 土木研究所 自然共生研究センター 研究員 森 照貴

� 15:45～16:05 【講演６】 河道掘削における環境配慮プロセス

� 土木研究所 水環境研究グループ長 萱場 祐一

� 16:05～16:35 【講演７】 河道掘削と氾濫原環境保全の両立

� －イシガイ類と魚類を対象として－

� 岐阜大学 流域圏科学研究センター 研究員 永山 滋也

� 16:35～17:05 【講演８】 自然堤防帯河道における高水敷掘削後の

� 土砂堆積に流域特性が及ぼす影響

� 岐阜大学 流域圏科学研究センター 准教授 原田 守啓

� 17:05～17:10  閉会の辞 (公財)リバーフロント研究所 代表理事 小野 武彦

会場のご案内

月島社会教育会館 ４階
【月島区民センター内】

〒104-0052
東京都中央区月島4丁目1番1号
℡.03-3531-6367
東京メトロ有楽町線
都営地下鉄大江戸線
『月島駅』10番出口 徒歩1分
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